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「第２次大分市自転車活用推進計画」 

関係機関・団体の取組について 
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内 容 

【国道 10号高江拡幅事業の用地取得推進・工事推進】→事業中 

・ 自転車道 W=2.5m L=2.8km 

【国道 210号横瀬拡幅事業の用地取得推進・工事推進】→事業中 

・ 自転車通行帯 W=1.5m L=1.5km 

【国道 210号光吉地区電線共同溝事業の工事推進】→事業中 

・ 自転車通行帯 W=1.5m L=1.2km 

【国道 10号鴛野地区電線共同溝事業の工事推進】→事業中 

・ 車道混在（矢羽根） L=1.1km 

【国道 10号西大分自転車通行空間整備事業の調査設計・工事】→事業中 

・ 自転車歩行車道・車道混在(矢羽根) W=1.5～2.0m L=7.2km 

・ 令和 8年度の取組 

上記事業を継続する。 

 

 

内 容 

【国道 442号（宗方拡幅）】 →R7 L=200m 完成 

・ 自転車道 L=1.7㎞ W=2.0m 

【国道 197号（鶴崎拡幅）】 →事業中 

・ L=2.8㎞ W=2.0m(自転車道)、W=3.5m(自転車歩行者道) 

道路改良工事（乙津工区）実施 

【庄の原佐野線（下郡工区）】 →事業中 

・ 自転車歩行者道 L=0.9㎞ W=3.5m 

高架橋道路（下部工・上部工工事 実施） 

【庄の原佐野線（下郡・明野工区）】 →事業中 

・ 自転車道設置 L=1.3㎞ W=2.5m 

高架橋道路（下部工工事 実施） 

・ 令和 8年度の取組 

上記事業を継続する。 

1．安全で快適な自転車通行空間づくり 

国土交通省 大分河川国道事務所 

大分県 土木建築部 

一般国道 西大分自転車通行空間整備 

 

一般国道４４２号 宗方拡幅
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内 容 

【サイクルトレインの運行】 

・ 定期列車に増結し、最後部車両を自転車専用車両として運行。乗車券とは別に「サイクル持

込券（300 円）」を購入することで自転車を解体せずに持ち込み、乗車が可能。※最大 20台 

・ 運行区間  大分駅～佐伯駅間   

・ 運行日および利用状況 

運行日 往路 復路 利用計 佐伯市イベント 

7月 5日（土） 7 人 6 人 13 人 ツールド佐伯 100 日前イベント 

9月 13 日（土） 6 人 4 人 10 人 ドボンライド 

11月 9日（日） 3 人 3 人  6 人 ラーメンライド 

1月 1日（木） 7 人 7 人 14 人 初日の出ライド 

合計 23 人 23 人 43 人  

・ 運行ダイヤ 

   4623M 大分発  7時 14分 ⇒ 佐伯着  8時 35分 

      4656M 佐伯発 15 時 07分 ⇒ 大分着 16時 50分 

・ サイクルトレイン運行に 

合わせ、佐伯市でイベント 

が開催。 

 

 

 

・ 令和 8年度の取組 

同様の取組を継続する。 

〈運行予定〉 

4回運行予定（7月 25日(土)、9月、11月、1月） 

 
６．サイクルツーリズムの推進 

 

 九州旅客鉄道株式会社大分支社 
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内 容 

【会員事業者への周知徹底】 

・ 全国交通安全運動に合わせて独自の実施要領を作成し、事故防止の観点から自転車利用者に対す 

る注意喚起についても周知徹底を図った。 

・ 令和 8年度の取組 

同様の取組を継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 容 

【会員事業者への啓発】 

・ 会報・地域交通委員会・水曜会(定例会)を通じて、ルール・マナー、ヘルメット着用の啓発活動

を実施。 

・ 令和 8年度の取組 

同様の取組を継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 
７.自転車の安全利用 

一般社団法人大分県バス協会 

大分市タクシー協会 
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内 容 

【自転車教室の開催（自転車シミュレーターの活用含む）】 

・ 児童等(小・中・高) 51回  5,463人 

・ 一般対象       8回    250人 

【自転車事故防止体験学習会（大分県自動車学校）】 

・ 大分雄城台高校、大分西高校 

【交通安全教室の開催】 

・ 幼児対象        169回  8,376人 

・ 児童等(小・中・高)    15回    502人 

・ 一般対象         1回    20人 

【子供自転車県大会の開催】 

・ 開催日時 令和 7年 6月 21日（大分市より 2名参加） 

・ 開催場所 大分市日吉町 大分東部公民館 

【ヘルメット着用のための取り組み】 

・ ラジオ番組での県自転車条例、ヘルメット着用等の周知。 

・ イベント会場や交通安全教室等における、「改正自転車安全利用五則」等を記載したクリアファ

イルの配布による啓発活動。 

・ 令和 8年度の取組 

同様の取組を継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人大分県交通安全協会 

大分県交通安全協会 
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内 容 

 【啓発チラシの配布】 

   ・ 自転車の青切符導入に先駆け、県下学校に制度概要や交通ルール・マナーについて掲載した 

リーフレットの配布による啓発活動 

【交通安全教育推進連絡会議】 

・ 交通安全教育の推進 

中央会議 2回（第 1回 5月 16日/第 2回 1月 30日に開催） 

地域会議 9ブロック(県内)において、各ブロック 2回開催 

【学校安全（生活・交通安全）研修会】 

・ 教職員を対象に交通安全教育に関する研修を実施(1/23開催) 

【関係機関との連携】 

 ・ 大分県警と連携し、タブレットを活用したデジタル教材を学校に周知し、活用を促進 

【自転車通学生のヘルメット着用状況及び交通安全啓発のための取組調査】 

・ 各県立学校におけるヘルメット着用状況及び交通安全啓発のための取組を調査し、交通安全 

教育推進連絡会議で調査結果を共有。 

 【ヘルメット着用街頭調査】 

  ・ 学校安全・安心支援課の職員が街頭にて実態調査を実施し、交通安全教育推進連絡会議で調査 

結果を共有。 

・ 令和 8年度の取組 

同様の取組を継続するとともに、下記取組を新規で実施する。 

【学校安全出前講座】 

 ・ 学校に講師派遣を行い、自転車のルール・マナーに特化した児童生徒への講座を実施する。 

【通学路の環境改善】 

・ 通学路の改善につなげるため、大分市公式 LINE の情報提供機能活用を県立学校に呼びかける。 

・ 県内９ブロックの代表校あてに文書を出し、自転車の通学路点検と情報共有を呼びかける。 

 

 

 

 

 

 

大分県教育庁 学校安全・安心支援課 

大分県交通安全協会 
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内 容 

【ルール・マナーの啓発】 

・ 自転車安全利用モデル校の指定 

大分西高等学校、原川中学校 

・ 自転車シミュレータ体験講習（中学校 ２件、一般 １件） 

・ スケアードストレイトの実施 

 大分西高等学校、楊志館高等学校 

・ 自転車教室 

小学校 13校、中学校 4校、高校 8校 

・ 運転危険高齢者に対する訪問指導（153件） 

・ 交通講話(高齢者・一般向け) 

高齢者（老人クラブ等） 7件 

一般企業        49件 

・ 街頭啓発活動（毎月 1日、20日中心に実施） 

【指導取締り】 

・ 道交法違反自転車に対する自転車指導カードの交付（6,621件） 

・ 悪質運転者に対する取締り 

・ 自転車運転者講習制度の周知 

【ヘルメット着用のための取り組み】 

・ 交通講話（小学校 7校、中学校 5校、高等学校 8校） 

・ 街頭啓発（高等学校 1校） 

・ 令和 8年度の取組 

同様の取組を継続するとともに、令和８年４月１日から自転車への交通反則通告制度（青切符）が導

入されたことに伴い、自転車の一層の安全な利用のため、違反の実情に即した指導警告や取締りを実施

していく。 

 

  

大分県 大分中央警察署 

大分県交通安全協会 



- 7 - 

 

 

内 容 

【ルール・マナーの啓発】 

・ 自転車安全利用モデル校の指定 

 情報科学高等学校 

・ 体験型自転車講習 

 情報科学高等学校（スケアードストレイト） 

 大分東高校、大分キヤノンマテリアル（自動車シミュレータ） 

・ 街頭啓発活動（毎月 1日、20日を一斉街頭活動日として指定） 

・ 秋の全国交通安全運動時の出発式の実施 

スパークルおおいたに協力してもらい、出発式を開催 

【指導・取締り】 

・ 道交法違反自転車に対する自転車指導カードの交付（834件） 

・ 早朝、夕刻の通学時間帯を中心に街頭での指導取締を実施 

・ 自転車利用者に対する反則通告制度の周知 

・ 自転車運転者講習制度の周知 

【ヘルメット着用のための取り組み】 

・ イベント等での啓発活動 

 パークプレイス大分や大分スポーツ公園において開催されるイベントにおいて、 

ルール・マナー、ヘルメット着用の啓発活動を実施 

・ 令和 8年度の取組 

同様の取組を継続する。 

  

大分県 大分東警察署 

大分県交通安全協会 
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内 容 

【ルール・マナーの啓発】 

・ 自転車安全利用モデル校の指定 

 横瀬西小学校 

・ 交通安全講話の実施 

 大分雄城台高等学校（自転車教室、自転車シミュレータを実施） 

・ 街頭啓発活動（毎月 1日、20日に早朝街頭啓発を実施） 

・ 大分工業高等学校生徒会と連携し、敷戸駅マナーアップキャンペーンを月一回以上実施。 

【指導・取締り】 

・ 道交法違反自転車に対する自転車指導カードの交付（816件） 

【ヘルメット着用のための取り組み】 

・ 早朝指導等街頭活動を通じて実施。 

・ 交通安全講話を通じて広報を実施。 

・ 大分大学及び看護科学大学の新入生に対してヘルメット着用努力義務化の広報を実施。 

・ 令和 8年度の取組 

同様の取組を継続する。 

 

 

 

大分県 大分南警察署 

大分県交通安全協会 


